
(57)【要約】

【課題】　耐久力の低下や異音の発生を抑制することが

できる。

【解決手段】　駆動軸６０に回転駆動力を作用させた内

接型ギヤポンプの使用時における、接触点ａから接触幅

の端部までの距離Ａが、接触点ａと、該接触点ａに隣接

する駆動軸６０における第１主円弧部６１および連結部

２２の境界部６１ａとの距離Ｂより小さくされている。

【選択図】　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 外 歯 が 形 成 さ れ た イ ン ナ ー ロ ー タ と 、 該 外 歯 と 噛 み 合 う 内 歯 が 形 成 さ れ た ア ウ タ ー ロ ー
タ と 、 前 記 イ ン ナ ー ロ ー タ に 形 成 さ れ た 取 付 け 孔 に 挿 入 さ れ た 駆 動 軸 と を 備 え 、 該 駆 動 軸
に よ り 前 記 取 付 け 孔 に 回 転 力 が 伝 達 さ れ 、 両 ロ ー タ が 噛 み 合 っ て 回 転 す る と き に 、 両 ロ ー
タ の 歯 面 間 に 形 成 さ れ る セ ル の 容 積 変 化 に よ り 流 体 を 吸 入 吐 出 す る こ と に よ っ て 流 体 を 搬
送 す る 構 成 と さ れ 、
　 前 記 駆 動 軸 は 、 そ の 軸 心 を 挟 ん で 径 方 向 に 対 向 配 置 さ れ た 同 一 円 上 の 二 つ の 第 １ 主 円 弧
部 と 、 一 方 の 第 １ 主 円 弧 部 の 端 部 と 該 端 部 に 周 方 向 で 隣 合 う 他 方 の 第 １ 主 円 弧 部 の 端 部 と
を 直 線 状 に 連 結 す る 二 つ の 連 結 部 と を 備 え た 断 面 形 状 を 有 し 、
　 前 記 取 付 け 孔 は 、 挿 入 さ れ た 前 記 駆 動 軸 の 前 記 第 １ 主 円 弧 部 と 対 向 す る 位 置 が 、 該 第 １
主 円 弧 部 の 曲 率 半 径 よ り 僅 か に 大 き く 、 か つ 該 第 １ 主 円 弧 部 に 沿 う よ う な 第 ２ 主 円 弧 部 と
さ れ る と と も に 、 前 記 駆 動 軸 の 前 記 連 結 部 と 対 向 す る 位 置 に は 、 前 記 駆 動 軸 が 回 転 し た と
き に 、 前 記 連 結 部 が 接 触 す る こ と に よ っ て 、 当 該 取 付 け 孔 に 回 転 力 が 伝 達 さ れ る 伝 達 部 が
形 成 さ れ た 内 接 型 ギ ヤ ポ ン プ で あ っ て 、
　 前 記 伝 達 部 の う ち 、 少 な く と も 前 記 駆 動 軸 の 回 転 方 向 後 側 に 位 置 す る 部 分 は 、 径 方 向 外
方 へ 凸 と さ れ た 曲 面 状 に 形 成 さ れ 、
　 前 記 駆 動 軸 の 回 転 軸 線 が 延 び る 方 向 か ら 平 面 視 し た と き に 、 前 記 駆 動 軸 の 連 結 部 を 前 記
取 付 け 孔 の 伝 達 部 に 当 接 さ せ た と き の 接 触 点 か ら 、 該 接 触 点 に 隣 接 す る 前 記 駆 動 軸 に お け
る 前 記 第 １ 主 円 弧 部 お よ び 前 記 連 結 部 の 境 界 部 ま で の 距 離 が 、 前 記 駆 動 軸 に 回 転 駆 動 力 が
作 用 し た と き の 前 記 連 結 部 と 前 記 伝 達 部 と の 接 触 幅 の 幅 方 向 中 央 部 か ら 、 該 接 触 幅 の 端 部
ま で の 距 離 よ り 大 き く さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 内 接 型 ギ ヤ ポ ン プ 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 イ ン ナ ー ロ ー タ と ア ウ タ ー ロ ー タ と の 間 に 形 成 さ れ る セ ル の 容 積 変 化 に よ っ
て 流 体 を 吸 入 、 吐 出 す る 内 接 型 ギ ヤ ポ ン プ に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 こ の 種 の 内 接 型 ギ ヤ ポ ン プ は 、 従 来 か ら 、 自 動 車 の 潤 滑 油 用 ポ ン プ や 自 動 変 速 機 用 オ イ
ル ポ ン プ 等 と し て 広 範 囲 に 利 用 さ れ て い る （ 例 え ば 、 下 記 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 こ の よ う な
内 接 型 ギ ヤ ポ ン プ は 、 外 歯 が 形 成 さ れ た イ ン ナ ー ロ ー タ と 、 該 外 歯 と 噛 み 合 う 内 歯 が 形 成
さ れ た ア ウ タ ー ロ ー タ と 、 前 記 イ ン ナ ー ロ ー タ に 形 成 さ れ た 取 付 け 孔 に 挿 入 さ れ た 駆 動 軸
と を 備 え 、 該 駆 動 軸 に よ り 前 記 取 付 け 孔 に 回 転 力 が 伝 達 さ れ 、 両 ロ ー タ が 噛 み 合 っ て 回 転
す る と き に 、 両 ロ ー タ の 歯 面 間 に 形 成 さ れ る セ ル の 容 積 変 化 に よ り 流 体 を 吸 入 吐 出 す る こ
と に よ っ て 流 体 を 搬 送 す る 構 成 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 一 般 に 、 前 記 取 付 け 孔 は 前 記 駆 動 軸 と 略 対 応 す る 断 面 形 状 を 有 し 、 こ れ ら の 取 付
け 孔 お よ び 駆 動 軸 は 、 そ の 軸 心 を 挟 ん で 径 方 向 に 対 向 配 置 さ れ た 同 一 円 上 の 二 つ の 主 円 弧
部 と 、 一 方 の 主 円 弧 部 の 端 部 と 該 端 部 に 周 方 向 で 隣 合 う 他 方 の 主 円 弧 部 の 端 部 と を 直 線 状
に 連 結 す る 二 つ の 連 結 部 と を 備 え た 断 面 形 状 を 有 し て い る 。 さ ら に 、 前 記 取 付 け 孔 の 大 き
さ は 前 記 駆 動 軸 よ り も 僅 か に 大 き く さ れ て お り 、 駆 動 軸 を 取 付 け 孔 に 挿 入 で き る よ う な 隙
間 が 設 け ら れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ３ ４ ３ ９ ８ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 前 記 従 来 の 内 接 型 ギ ヤ ポ ン プ で は 、 駆 動 軸 が 回 転 し た 際 、 該 駆 動 軸 に お
け る 前 記 主 円 弧 部 と 前 記 連 結 部 と の 境 界 部 の う ち 、 同 一 の 主 円 弧 部 に お い て 、 回 転 方 向 前
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側 に 位 置 す る 境 界 部 （ 以 下 、 「 駆 動 境 界 部 」 と い う ） お よ び そ の 近 傍 が 、 前 記 取 付 け 孔 の
内 周 面 に 接 触 す る こ と に よ っ て 、 該 取 付 け 孔 に 回 転 力 が 伝 達 さ れ る こ と に な る 。 こ の 際 、
一 般 に 、 駆 動 軸 の 前 記 境 界 部 は 角 形 状 と さ れ て い る の で 、 該 境 界 部 が 取 付 け 孔 の 内 周 面 に
接 触 す る 場 合 、 駆 動 軸 に お け る 前 記 駆 動 境 界 部 と 前 記 取 付 け 孔 の 内 周 面 と に 応 力 集 中 が 発
生 す る こ と に な り 、 耐 久 性 の 低 下 を 招 く と と も に 、 異 音 が 生 じ 易 い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 耐 久 力 の 低 下 や 異 音 の 発 生 を 抑
制 す る こ と が で き る 内 接 型 ギ ヤ ポ ン プ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 内 接 型 ギ ヤ ポ ン プ は 、 外 歯 が 形 成 さ れ た イ ン ナ
ー ロ ー タ と 、 該 外 歯 と 噛 み 合 う 内 歯 が 形 成 さ れ た ア ウ タ ー ロ ー タ と 、 前 記 イ ン ナ ー ロ ー タ
に 形 成 さ れ た 取 付 け 孔 に 挿 入 さ れ た 駆 動 軸 と を 備 え 、 該 駆 動 軸 に よ り 前 記 取 付 け 孔 に 回 転
力 が 伝 達 さ れ 、 両 ロ ー タ が 噛 み 合 っ て 回 転 す る と き に 、 両 ロ ー タ の 歯 面 間 に 形 成 さ れ る セ
ル の 容 積 変 化 に よ り 流 体 を 吸 入 吐 出 す る こ と に よ っ て 流 体 を 搬 送 す る 構 成 と さ れ 、 前 記 駆
動 軸 は 、 そ の 軸 心 を 挟 ん で 径 方 向 に 対 向 配 置 さ れ た 同 一 円 上 の 二 つ の 第 １ 主 円 弧 部 と 、 一
方 の 第 １ 主 円 弧 部 の 端 部 と 該 端 部 に 周 方 向 で 隣 合 う 他 方 の 第 １ 主 円 弧 部 の 端 部 と を 直 線 状
に 連 結 す る 二 つ の 連 結 部 と を 備 え た 断 面 形 状 を 有 し 、 前 記 取 付 け 孔 は 、 挿 入 さ れ た 前 記 駆
動 軸 の 前 記 第 １ 主 円 弧 部 と 対 向 す る 位 置 が 、 該 第 １ 主 円 弧 部 の 曲 率 半 径 よ り 僅 か に 大 き く
、 か つ 該 第 １ 主 円 弧 部 に 沿 う よ う な 第 ２ 主 円 弧 部 と さ れ る と と も に 、 前 記 駆 動 軸 の 前 記 連
結 部 と 対 向 す る 位 置 に は 、 前 記 駆 動 軸 が 回 転 し た と き に 、 前 記 連 結 部 が 接 触 す る こ と に よ
っ て 、 当 該 取 付 け 孔 に 回 転 力 が 伝 達 さ れ る 伝 達 部 が 形 成 さ れ た 内 接 型 ギ ヤ ポ ン プ で あ っ て
、 前 記 伝 達 部 の う ち 、 少 な く と も 前 記 駆 動 軸 の 回 転 方 向 後 側 に 位 置 す る 部 分 は 、 径 方 向 外
方 へ 凸 と さ れ た 曲 面 状 に 形 成 さ れ 、 前 記 駆 動 軸 の 回 転 軸 線 が 延 び る 方 向 か ら 平 面 視 し た と
き に 、 前 記 駆 動 軸 の 連 結 部 を 前 記 取 付 け 孔 の 伝 達 部 に 当 接 さ せ た と き の 接 触 点 か ら 、 該 接
触 点 に 隣 接 す る 前 記 駆 動 軸 に お け る 前 記 第 １ 主 円 弧 部 お よ び 前 記 連 結 部 の 境 界 部 ま で の 距
離 が 、 前 記 駆 動 軸 に 回 転 駆 動 力 が 作 用 し た と き の 前 記 連 結 部 と 前 記 伝 達 部 と の 接 触 幅 の 幅
方 向 中 央 部 か ら 、 該 接 触 幅 の 端 部 ま で の 距 離 よ り 大 き く さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 駆 動 軸 の 連 結 部 を 前 記 取 付 け 孔 の 伝 達 部 に 当 接 さ せ た と き の 接
触 点 か ら 、 該 接 触 点 に 隣 接 す る 前 記 駆 動 軸 に お け る 前 記 第 １ 主 円 弧 部 お よ び 前 記 連 結 部 の
境 界 部 ま で の 距 離 が 、 前 記 駆 動 軸 に 回 転 駆 動 力 が 作 用 し た と き の 前 記 連 結 部 と 前 記 伝 達 部
と の 接 触 幅 の 幅 方 向 中 央 部 か ら 、 該 接 触 幅 の 端 部 ま で の 距 離 よ り 大 き く さ れ て い る の で 、
駆 動 軸 が 回 転 駆 動 さ れ る 際 に 、 駆 動 軸 に お け る 前 記 第 １ 主 円 弧 部 と 前 記 連 結 部 と の 境 界 部
の う ち 、 同 一 の 第 １ 主 円 弧 部 に お い て 、 回 転 方 向 前 側 に 位 置 す る 境 界 部 （ 以 下 、 「 駆 動 境
界 部 」 と い う ） が 、 前 記 取 付 け 孔 の 内 周 面 に 接 触 す る こ と を 回 避 す る こ と が 可 能 に な る 。
こ れ に よ り 、 駆 動 軸 に お け る 前 記 駆 動 境 界 部 と 、 前 記 取 付 け 孔 の 内 周 面 と に 応 力 集 中 が 発
生 す る を 抑 制 す る こ と が 可 能 に な り 、 内 接 型 ギ ヤ ポ ン プ に お い て 、 そ の 耐 久 性 の 低 下 や 異
音 の 発 生 を 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 特 に 、 取 付 け 孔 の 前 記 伝 達 部 が 、 径 方 向 内 方 へ 向 け て 曲 面 状 に 凸 と さ れ て い る の で 、 前
記 接 触 点 か ら 該 接 触 点 に 隣 接 す る 駆 動 軸 の 前 記 境 界 部 ま で の 距 離 を 、 前 記 駆 動 軸 に 回 転 駆
動 力 が 作 用 し た と き の 前 記 連 結 部 と 前 記 伝 達 部 と の 接 触 幅 の 幅 方 向 中 央 部 か ら 、 該 接 触 幅
の 端 部 ま で の 距 離 よ り 大 き く し た 状 態 で 、 前 記 接 触 幅 を 最 大 限 確 保 す る こ と が 可 能 に な り
、 イ ン ナ ー ロ ー タ に 作 用 す る 負 荷 を 最 小 限 に 抑 え る こ と が 可 能 に な る 。 こ れ に よ り 、 内 接
型 ギ ヤ ポ ン プ の 使 用 時 に お け る イ ン ナ ー ロ ー タ の 芯 振 れ 等 を 抑 え る こ と が 可 能 に な り 、 内
接 型 ギ ヤ ポ ン プ に お け る 耐 久 性 の 低 下 や 異 音 の 発 生 を 確 実 に 抑 え る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 内 接 型 ギ ヤ ポ ン プ の 耐 久 性 の 低 下 や 異 音 の 発 生 を 抑 え る こ と が で き
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る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 １ に 示 す 内 接 型 ギ ヤ ポ ン プ １ ０ は 、 ｎ 枚 （ ｎ は 自 然 数 、 本 実 施 形 態 に お い て は ｎ ＝ ９
） の 外 歯 ２ １ が 形 成 さ れ た イ ン ナ ー ロ ー タ ２ ０ と 、 各 外 歯 ２ １ と 噛 み 合 う （ ｎ ＋ １ ） 枚 （
本 実 施 形 態 で は １ ０ 枚 ） の 内 歯 ３ １ が 形 成 さ れ た ア ウ タ ー ロ ー タ ３ ０ と 、 イ ン ナ ー ロ ー タ
２ ０ に 形 成 さ れ た 取 付 け 孔 ２ ２ に 挿 入 さ れ た 駆 動 軸 ６ ０ と を 備 え 、 こ れ ら が ケ ー シ ン グ ５
０ の 内 部 に 収 納 さ れ た 構 成 と さ れ て い る 。 な お 、 イ ン ナ ー ロ ー タ ２ ０ は 、 例 え ば Ｆ ｅ － Ｃ
－ Ｃ ｕ 系 の 焼 結 材 、 具 体 的 に は Ｆ ｅ － ０ ． ８ Ｃ － ３ ． ０ Ｃ ｕ 、 ま た は Ｆ ｅ － ０ ． ８ Ｃ － １
． ５ Ｃ ｕ － ４ ． ０ Ｎ ｉ － ０ ． ５ Ｍ ｏ 等 に よ り 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 駆 動 軸 ６ ０ は 、 例 え
ば 、 ヤ ン グ 率 が 約 ２ １ ０ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ で ポ ア ソ ン 比 が ０ ． ３ と さ れ た 一 般 構 造 用 鋼 材 に よ り
形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 イ ン ナ ー ロ ー タ ２ ０ 、 ア ウ タ ー ロ ー タ ３ ０ の 歯 面 間 に は 、 両 ロ ー タ ２ ０ 、 ３ ０ の 回 転 方
向 に 沿 っ て セ ル Ｃ が 複 数 形 成 さ れ て い る 。 各 セ ル Ｃ は 、 両 ロ ー タ ２ ０ 、 ３ ０ の 回 転 方 向 前
側 と 後 側 で 、 イ ン ナ ー ロ ー タ ２ ０ の 外 歯 ２ １ と ア ウ タ ー ロ ー タ ３ ０ の 内 歯 ３ １ と が そ れ ぞ
れ 接 触 す る こ と に よ っ て 個 別 に 仕 切 ら れ 、 か つ 両 側 面 を ケ ー シ ン グ ５ ０ に よ っ て 仕 切 ら れ
て お り 、 こ れ に よ っ て 独 立 し た 流 体 搬 送 室 を 形 成 し て い る 。 そ し て 、 セ ル Ｃ は 両 ロ ー タ ２
０ 、 ３ ０ の 回 転 に 伴 っ て 回 転 移 動 し 、 １ 回 転 を １ 周 期 と し て 容 積 の 増 大 、 減 少 を 繰 り 返 す
よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ケ ー シ ン グ ５ ０ に は 容 積 が 増 大 す る と き の セ ル Ｃ に 連 通 す る 吸 入 ポ ー ト ５ １ と 、 減 少 す
る と き の セ ル Ｃ に 連 通 す る 吐 出 ポ ー ト ５ ２ と が 設 け ら れ て い て 、 吸 入 ポ ー ト ５ １ か ら セ ル
Ｃ に 吸 入 さ れ た 流 体 が 両 ロ ー タ ２ ０ 、 ３ ０ の 回 転 に 伴 い 搬 送 さ れ て 吐 出 ポ ー ト ５ ２ か ら 吐
出 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ こ で 、 イ ン ナ ー ロ ー タ ２ ０ に は 、 そ の 径 方 向 中 央 部 に 貫 通 孔 が 形 成 さ れ 、 該 貫 通 孔 は
回 転 可 能 に 支 持 さ れ た 駆 動 軸 ６ ０ が 取 付 け ら れ る 取 付 け 孔 ２ ２ と さ れ て い る 。 そ し て 、 駆
動 軸 ６ ０ が そ の 軸 心 Ｏ 回 り に 回 転 さ れ る こ と に よ り 、 取 付 け 孔 ２ ２ に そ の 回 転 駆 動 力 が 伝
達 さ れ 、 イ ン ナ ー ロ ー タ ２ ０ が 回 転 さ れ る と と も に 、 該 ロ ー タ ２ ０ の 回 転 駆 動 力 が ア ウ タ
ー ロ ー タ ３ ０ に 伝 達 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 駆 動 軸 ６ ０ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 そ の 軸 心 Ｏ を 挟 ん で 径 方 向 に 対 向 配 置 さ れ た 同 一 円
上 の 二 つ の 第 １ 主 円 弧 部 ６ １ 、 ６ １ と 、 一 方 の 第 １ 主 円 弧 部 ６ １ の 端 部 ６ １ ａ と 該 端 部 ６
１ ａ に 周 方 向 で 隣 合 う 他 方 の 第 １ 主 円 弧 部 ６ １ の 端 部 ６ １ ａ と を 直 線 状 に 連 結 す る 二 つ の
連 結 部 ６ ２ 、 ６ ２ と を 備 え た 断 面 形 状 を 有 し て い る 。 こ れ ら の 連 結 部 ６ ２ 、 ６ ２ は 、 軸 心
Ｏ を 挟 ん で 径 方 向 に 互 い に 対 向 配 置 さ れ た 構 成 と さ れ る と と も に 、 そ の 表 面 は 互 い に 平 行
と な る よ う に 、 駆 動 軸 ６ ０ の 回 転 軸 線 （ 前 記 軸 心 Ｏ ） が 延 び る 方 向 に 延 在 し た 平 坦 面 と さ
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 取 付 け 孔 ２ ２ は 、 挿 入 さ れ た 駆 動 軸 ６ ０ の 第 １ 主 円 弧 部 ６ １ 、 ６ １ と 対 向 す る 位 置 が 、
該 第 １ 主 円 弧 部 ６ １ 、 ６ １ の 曲 率 半 径 よ り 僅 か に 大 き く 、 か つ 該 第 １ 主 円 弧 部 ６ １ 、 ６ １
に 沿 う よ う な 第 ２ 主 円 弧 部 ２ ３ 、 ２ ３ と さ れ る と と も に 、 駆 動 軸 ６ ０ の 連 結 部 ６ ２ 、 ６ ２
と 対 向 す る 位 置 に は 、 駆 動 軸 ６ ０ が 回 転 し た と き に 、 連 結 部 ６ ２ 、 ６ ２ が 接 触 す る こ と に
よ っ て 、 当 該 取 付 け 孔 ２ ２ に 回 転 力 が 伝 達 さ れ る 径 方 向 内 方 へ 曲 面 状 に 凸 と さ れ た 伝 達 部
２ ４ 、 ２ ４ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 実 施 形 態 の 伝 達 部 ２ ４ 、 ２ ４ は 、 前 記 軸 心 Ｏ を 挟 ん で 径 方 向 に 対 向 配 置 さ れ 、 互 い に
略 同 一 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 こ れ ら の 伝 達 部 ２ ４ 、 ２ ４ は 、 前 記 軸 心 Ｏ が 延 び る
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方 向 か ら 平 面 視 し た と き に 、 そ れ ぞ れ 単 一 円 の 面 積 の ２ 分 の １ よ り 小 さ い 面 積 と な る よ う
な 形 状 と さ れ て い る 。 な お 、 第 ２ 主 円 弧 部 ２ ３ 、 ２ ３ と 伝 達 部 ２ ４ 、 ２ ４ と の 連 結 部 分 ２
０ ａ は 、 径 方 向 外 方 へ 凹 む 曲 面 形 状 と さ れ 、 第 ２ 主 円 弧 部 ２ ３ 、 ２ ３ と 伝 達 部 ２ ４ 、 ２ ４
と が 滑 ら か に 連 結 さ れ た 構 成 と さ れ て い る 。 前 記 曲 面 形 状 に よ り 、 駆 動 軸 ６ ０ の 連 結 部 ６
２ 、 ６ ２ が 伝 達 部 ２ ４ 、 ２ ４ と 接 触 し た と き に 、 前 記 連 結 部 分 ２ ０ ａ に 生 ず る 応 力 集 中 を
緩 和 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 上 の 構 成 に お い て 、 本 実 施 形 態 で は 、 イ ン ナ ー ロ ー タ ２ ０ の 伝 達 部 ２ ４ 、 ２ ４ の 径 方
向 内 方 端 部 （ 頂 部 ） 同 士 の 距 離 は 、 駆 動 軸 ６ ０ の 連 結 部 ６ ２ 、 ６ ２ 同 士 の 距 離 よ り 約 ０ ．
６ ｍ ｍ 大 き く 、 ま た 、 取 付 け 孔 ２ ２ の 第 ２ 主 円 弧 部 ２ ３ 、 ２ ３ を 形 成 す る 円 の 直 径 は 、 駆
動 軸 ６ ０ の 第 １ 主 円 弧 ６ １ 、 ６ １ を 形 成 す る 円 の 直 径 よ り 約 ０ ． ０ ６ ｍ ｍ 大 き く さ れ て い
る 。 つ ま り 、 駆 動 軸 ６ ０ の 連 結 部 ６ ２ と 伝 達 部 ２ ４ の 前 記 頂 部 と 間 に 約 ０ ． ３ ｍ ｍ の 隙 間
が 設 け ら れ 、 駆 動 軸 ６ ０ の 第 １ 主 円 弧 部 ６ １ と 、 取 付 け 孔 ２ ２ の 第 ２ 主 円 弧 部 ２ ３ と の 間
に 約 ０ ． ０ ３ ｍ ｍ の 隙 間 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 な お 、 イ ン ナ ー ロ ー タ ２ ０ に お い て 、 第 ２ 主 円 弧 部 ２ ３ 、 ２ ３ の 直 径 は 約 ４ ３ ． ５ ｍ ｍ
と さ れ 、 伝 達 部 ２ ４ 、 ２ ４ の 前 記 頂 部 同 士 の 距 離 は 約 ３ ９ ｍ ｍ と さ れ て い る 。
　 こ の よ う に 、 前 記 距 離 、 隙 間 お よ び 直 径 を 設 定 し た 場 合 、 駆 動 軸 ６ ０ を 、 そ の 連 結 部 ６
２ が 取 付 け 孔 ２ ２ の 伝 達 部 ２ ４ に 当 接 す る ま で 軸 心 Ｏ 回 り に 回 転 移 動 し た と き に 、 駆 動 軸
６ ０ に お け る 第 １ 主 円 弧 部 ６ １ お よ び 連 結 部 ６ ２ の 境 界 部 ６ １ ａ （ 第 １ 主 円 弧 部 ６ １ の 端
部 ） が 、 取 付 け 孔 ２ ２ の 内 周 面 と 接 触 し な い よ う に な っ て い る 。 こ こ で 、 前 述 の 、 「 駆 動
軸 ６ ０ の 連 結 部 ６ ２ が 取 付 け 孔 ２ ２ の 伝 達 部 ２ ４ に 当 接 す る 」 と は 、 連 結 部 ６ ０ お よ び 伝
達 部 ２ ４ を 弾 性 変 形 さ せ な い で 、 単 に 接 触 さ せ て い る だ け の 状 態 を い う 。 以 下 、 こ の 単 に
接 触 さ せ て い る だ け の 状 態 に お け る 、 連 結 部 ６ ２ と 伝 達 部 ２ ４ と の 接 触 点 を 接 触 点 ａ （ 図
３ 参 照 ） と い う 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 さ ら に 、 本 実 施 形 態 で は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 駆 動 軸 ６ ０ の 回 転 軸 線 （ 前 記 軸 心 Ｏ ） が
延 び る 方 向 か ら 内 接 型 ギ ヤ ポ ン プ １ ０ を 平 面 視 し た と き に 、 駆 動 軸 ６ ０ の 連 結 部 ６ ２ を 取
付 け 孔 ２ ２ の 伝 達 部 ２ ４ に 当 接 さ せ た と き の 接 触 点 ａ か ら 、 該 接 触 点 ａ に 隣 接 す る 駆 動 軸
６ ０ に お け る 第 １ 主 円 弧 部 ６ １ お よ び 連 結 部 ６ ２ の 境 界 部 ６ １ ａ ま で の 距 離 Ｂ が 、 駆 動 軸
６ ０ に 回 転 駆 動 力 が 作 用 し た と き の 連 結 部 ６ ２ と 伝 達 部 ２ ４ と の 接 触 幅 の 幅 方 向 中 央 部 （
接 触 点 ａ ） か ら 、 該 接 触 幅 の 端 部 ま で の 距 離 Ａ よ り 大 き く さ れ て い る 。 す な わ ち 、 駆 動 軸
６ ０ の 連 結 部 ６ ２ お よ び 取 付 け 孔 ２ ２ の 伝 達 部 ２ ４ が 弾 性 変 形 す る 内 接 型 ギ ヤ ポ ン プ １ ０
の 使 用 時 に 、 駆 動 部 ６ ０ の 前 記 境 界 部 ６ １ ａ が 取 付 け 孔 ２ ２ の 内 周 面 と 接 触 し な い よ う に
な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 具 体 的 に は 、 前 述 の よ う に 、 前 記 距 離 、 隙 間 お よ び 直 径 等 を 設 定 し た 場 合 に お い て 、 伝
達 部 ２ ４ の 曲 率 半 径 Ｒ は 、 ４ ． ５ ｍ ｍ 以 上 １ ０ ０ ｍ ｍ 以 下 、 好 ま し く は ８ ５ ｍ ｍ 以 上 １ ０
０ ｍ ｍ 以 下 と さ れ て い る 。
　 な お 、 以 上 の 内 接 型 ギ ヤ ポ ン プ １ ０ の 駆 動 軸 ６ ０ に お い て は 、 通 常 約 ９ ． ８ Ｎ ・ ｍ の 負
荷 ト ル ク が 作 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 本 実 施 形 態 に 係 る 内 接 型 ギ ヤ ポ ン プ １ ０ に よ れ ば 、 駆 動 軸 ６ ０ の 連
結 部 ６ ２ を 取 付 け 孔 ２ ２ の 伝 達 部 ２ ４ に 当 接 さ せ た と き の 接 触 点 ａ か ら 、 該 接 触 点 ａ に 隣
接 す る 駆 動 軸 ６ ０ に お け る 第 １ 主 円 弧 部 ６ １ お よ び 連 結 部 ６ ２ の 境 界 部 ６ １ ａ ま で の 距 離
Ｂ が 、 駆 動 軸 ６ ０ に 回 転 駆 動 力 が 作 用 し た と き の 連 結 部 ６ ２ と 伝 達 部 ２ ４ と の 接 触 幅 の 幅
方 向 中 央 部 （ 接 触 点 ａ ） か ら 、 該 接 触 幅 の 端 部 ま で の 距 離 Ａ よ り 大 き く さ れ て い る の で 、
駆 動 軸 ６ ０ が 回 転 駆 動 さ れ る 際 に 、 駆 動 軸 ６ ０ の 前 記 境 界 部 ６ １ ａ の う ち 、 同 一 の 第 １ 主
円 弧 部 ６ １ に お い て 、 回 転 方 向 前 側 に 位 置 す る 境 界 部 ６ １ ａ （ 以 下 、 「 駆 動 境 界 部 ６ １ ａ
」 と い う ） が 、 取 付 け 孔 ２ ２ の 内 周 面 に 接 触 す る こ と を 回 避 す る こ と が 可 能 に な る 。 こ れ

10

20

30

40

50

(5) JP 2006-200418 A 2006.8.3



に よ り 、 駆 動 軸 ６ ０ の 前 記 駆 動 境 界 部 ６ １ ａ と 、 前 記 取 付 け 孔 ２ ２ と に 応 力 集 中 が 発 生 す
る を 抑 制 す る こ と が 可 能 に な り 、 内 接 型 ギ ヤ ポ ン プ １ ０ に お い て 、 そ の 耐 久 性 の 低 下 や 異
音 の 発 生 を 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 特 に 、 取 付 け 孔 ２ ２ の 伝 達 部 ２ ４ が 、 径 方 向 内 方 へ 向 け て 曲 面 状 に 凸 と さ れ て い る の で
、 接 触 点 ａ か ら 該 接 触 点 ａ に 隣 接 す る 駆 動 軸 ６ ０ の 前 記 境 界 部 ６ １ ａ ま で の 距 離 Ｂ を 、 駆
動 軸 ６ ０ に 回 転 駆 動 力 が 作 用 し た と き の 連 結 部 ６ ２ と 伝 達 部 ２ ４ と の 接 触 幅 の 幅 方 向 中 央
部 （ 接 触 点 ａ ） か ら 、 該 接 触 幅 の 端 部 ま で の 距 離 Ａ よ り 大 き く し た 状 態 で 、 前 記 接 触 幅 を
最 大 限 確 保 す る こ と が 可 能 に な り 、 イ ン ナ ー ロ ー タ ２ ０ に 作 用 す る 負 荷 を 最 小 限 に 抑 え る
こ と が 可 能 に な る 。 こ れ に よ り 、 内 接 型 ギ ヤ ポ ン プ １ ０ の 使 用 時 に お け る イ ン ナ ー ロ ー タ
２ ０ の 芯 振 れ 等 を 抑 え る こ と が 可 能 に な り 、 内 接 型 ギ ヤ ポ ン プ １ ０ に お け る 耐 久 性 の 低 下
や 異 音 の 発 生 を 確 実 に 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 さ ら に 、 本 実 施 形 態 で は 、 伝 達 部 ２ ４ 、 ２ ４ は 、 回 転 軸 線 Ｏ が 延 び る 方 向 か ら 平 面 視 し
た と き に 、 そ れ ぞ れ 単 一 円 の 面 積 の ２ 分 の １ よ り 小 さ い 面 積 と な る よ う な 形 状 と さ れ て い
る の で 、 伝 達 部 ２ ４ の 、 第 １ 主 円 弧 部 ６ １ と の 接 合 部 分 に 発 生 す る 負 荷 応 力 を 最 小 限 に 抑
え る こ と が 可 能 に な り 、 伝 達 部 ２ ４ を 設 け た こ と に よ る イ ン ナ ー ロ ー タ ２ ０ の 耐 久 性 の 低
下 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 内 接 型 ギ ヤ ポ ン プ １ ０ の 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。
　 ま ず 、 前 記 接 触 幅 の 幅 方 向 中 央 部 （ 接 触 点 ） ａ か ら 当 該 接 触 幅 の 端 部 ま で の 距 離 Ａ を 、
下 記 に 示 す ヘ ル ツ の 公 式 に よ り 算 出 し た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 数 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の [数 １ ]に お い て 、 ν Ａ は 駆 動 軸 ６ ０ の ポ ア ソ ン 比 、 ν Ｂ は イ ン ナ ー ロ ー タ ２ ０ の ポ
ア ソ ン 比 、 Ｅ Ａ は 駆 動 軸 ６ ０ の ヤ ン グ 率 、 Ｅ Ｂ は イ ン ナ ー ロ ー タ ２ ０ の ヤ ン グ 率 、 Ｒ Ａ は
駆 動 軸 ６ ０ の 連 結 部 ６ ２ の 曲 率 半 径 、 Ｒ Ｂ は 伝 達 部 ２ ４ の 曲 率 半 径 、 Ｗ ‘ は 駆 動 軸 ６ ０ の
連 結 部 ６ ２ の 、 伝 達 部 ２ ４ に 対 す る 押 付 け 力 を そ れ ぞ れ 表 し て い る 。 す な わ ち 、 前 記 距 離
Ａ は 、 内 接 型 ギ ヤ ポ ン プ １ ０ の 使 用 時 に お け る 、 駆 動 軸 ６ ０ の 連 結 部 ６ ２ 、 お よ び 取 付 け
孔 ２ ２ の 伝 達 部 ２ ４ が 弾 性 変 形 し た と き の 接 触 長 さ を 表 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ れ ら の う ち 、 ν Ａ 、 ν Ｂ 、 Ｅ Ａ お よ び Ｅ Ｂ は 、 駆 動 軸 ６ ０ を 形 成 す る 材 質 （ 本 実 施 例
で は 前 記 一 般 構 造 用 鋼 材 ） お よ び イ ン ナ ー ロ ー タ ２ ０ を 形 成 す る 材 質 （ 本 実 施 例 で は Ｆ ｅ
－ ０ ． ８ Ｃ － ３ ． ０ Ｃ ｕ ） に よ り 決 定 さ れ 、 Ｒ Ａ は 本 実 施 形 態 で は 、 前 述 の よ う に 、 連 結
部 ６ ２ が 平 坦 面 と さ れ て い る の で 無 限 大 に な る 。
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【 ０ ０ ２ ８ 】
　 一 方 、 前 述 の よ う に 、 イ ン ナ ー ロ ー タ ２ ０ に お い て 、 第 ２ 主 円 弧 部 ２ ３ 、 ２ ３ の 直 径 が
４ ３ ． ５ ｍ ｍ と さ れ る と と も に 、 伝 達 部 ２ ４ 、 ２ ４ の 頂 部 同 士 の 距 離 が ３ ９ ｍ ｍ と さ れ 、
さ ら に 、 駆 動 軸 ６ ０ の 連 結 部 ６ ２ と 伝 達 部 ２ ４ の 前 記 頂 部 と 間 に ０ ． ３ ｍ ｍ の 隙 間 が 設 け
ら れ 、 か つ 駆 動 軸 ６ ０ の 第 １ 主 円 弧 部 ６ １ と 、 取 付 け 孔 ２ ２ の 第 ２ 主 円 弧 部 ２ ３ と の 間 に
０ ． ０ ３ ｍ ｍ の 隙 間 が 設 け ら れ た 状 態 か ら 、 駆 動 軸 ６ ０ を 、 連 結 部 ６ ２ が 伝 達 部 ２ ４ に 前
記 当 接 す る ま で 軸 心 Ｏ 回 り に 回 転 さ せ た と き の 、 連 結 部 ６ ２ お よ び 伝 達 部 ２ ４ の 接 触 点 ａ
の 位 置 は 幾 何 学 的 に 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 上 の 構 成 に お い て 、 駆 動 軸 ６ ０ の 負 荷 ト ル ク を ９ ． ８ Ｎ ・ ｍ と し た と き に 、 伝 達 部 ２
４ の 曲 率 半 径 Ｒ を 種 々 異 な ら せ た と き の 、 前 記 距 離 Ａ を 前 記 ヘ ル ツ の 公 式 に 基 づ い て 算 出
し た 。 結 果 を 図 ４ に 示 す 。 な お 、 こ の 図 に お い て 、 前 記 押 付 け 力 Ｗ ‘ は 、 伝 達 部 ２ ２ の 曲
率 半 径 Ｒ に よ っ て 異 な る 。 こ の 結 果 か ら 、 上 記 構 成 の 内 接 ギ ヤ ポ ン プ １ ０ に お い て は 、 伝
達 部 ２ ４ 、 ２ ４ の 曲 率 半 径 Ｒ は 、 ４ ． ５ ｍ ｍ 以 上 １ ０ ０ ｍ ｍ 以 下 、 好 ま し く は ８ ５ ｍ ｍ 以
上 １ ０ ０ ｍ ｍ 以 下 で あ れ ば 、 駆 動 軸 ６ ０ に 回 転 駆 動 力 が 作 用 し た と き に お け る 、 接 触 点 ａ
か ら 前 記 接 触 幅 の 端 部 ま で の 距 離 Ａ が 、 接 触 点 ａ と 、 該 接 触 点 ａ に 隣 接 す る 駆 動 軸 ６ ０ の
前 記 境 界 部 ６ １ ａ と の 距 離 Ｂ よ り 小 さ く な る こ と が 確 認 さ れ た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 な お 、 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 は 前 記 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 趣 旨
を 逸 脱 し な い 範 囲 に お い て 種 々 の 変 更 を 加 え る こ と が 可 能 で あ る 。
　 例 え ば 、 伝 達 部 ２ ４ の う ち 、 少 な く と も 駆 動 軸 ６ ０ の 回 転 方 向 後 側 （ 連 結 部 ６ ２ と 接 触
す る ） が 、 径 方 向 外 方 へ 凸 と さ れ た 曲 面 状 に 形 成 さ れ て い れ ば よ く 、 図 １ 、 図 ２ に 示 す よ
う な 形 状 に 限 ら れ る も の で は な い 。 ま た 、 外 歯 ２ １ お よ び 内 歯 ３ １ の 歯 数 は 前 記 実 施 形 態
に 限 ら れ る も の で は な い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 耐 久 力 の 低 下 や 異 音 の 発 生 を 抑 制 す る こ と が で き る 内 接 型 ギ ヤ ポ ン プ を 提 供 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 一 実 施 形 態 と し て 示 し た 内 接 型 ギ ヤ ポ ン プ の 断 面 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す イ ン ナ ー ロ ー タ の 取 付 け 孔 、 お よ び 駆 動 軸 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 す 内 接 型 ギ ヤ ポ ン プ の 使 用 時 に お け る 、 イ ン ナ ー ロ ー タ の 取 付 け 孔 、 お
よ び 駆 動 軸 の 一 部 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る 一 実 施 形 態 と し て 示 し た 内 接 型 ギ ヤ ポ ン プ の 作 用 効 果 を 検 証 し た 結
果 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 １ ０ 　 内 接 型 ギ ヤ ポ ン プ
　 ２ ０ 　 イ ン ナ ー ロ ー タ
　 ２ １ 　 外 歯
　 ２ ２ 　 取 付 け 孔
　 ２ ３ 　 第 ２ 主 円 弧 部
　 ２ ４ 　 伝 達 部
　 ３ ０ 　 ア ウ タ ー ロ ー タ
　 ３ １ 　 内 歯
　 ６ ０ 　 駆 動 軸
　 ６ １ 　 第 １ 主 円 弧 部
　 ６ １ ａ 　 境 界 部 （ 第 １ 主 円 弧 部 の 端 部 ）
　 ６ ２ 　 連 結 部
　 Ａ 　 接 触 点 と 接 触 幅 の 端 部 ま で の 距 離
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　 Ｂ 　 接 触 点 と 、 該 接 触 点 に 隣 接 す る 、 駆 動 軸 に お け る 第 １ 主 円 弧 部 お よ び 連 結 部 の 境 界
部 と の 距 離
　 Ｃ 　 セ ル
　 Ｏ 　 軸 心
　 ａ 　 接 触 点 （ 接 触 幅 の 幅 方 向 中 央 部 ）

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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